





















„Bach. Leben und Werk“ (ハンブルグ・ローヴォルト出版)であり、日本語訳
も出ています。(『ヨハン・ゼバスティアン・バッハ』全 4巻、小林義武監修、
鳴海史夫、大角欣矢共訳、東京書籍、2001年)。
この講演会は獨協大学の関係諸氏のご協力なくしては開催することができな
かったことでしょう。イニシアティヴを取ってくださったのは関徹雄先生でし
76 獨協大学ドイツ学研究
た。翻訳は矢羽々崇助教授にご担当いただきました。当時の広報課(現総合企画
課)が講演会全体の組織実行にあたってくださいました。関係者の皆様にこの場
を借りて心から感謝の意を表します。
キルステン・バイスヴェンガー
(訳: 矢羽々崇)
